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論文内容の要旨
本研究ではモンゴルと日本の男女に関することわざについてアンケート調査を行い、ことわざの使
用状況と、ことわざに反映された男女の意識の通時的な変化について考察した。
調査で使用されたことわざのリストは、両国の網羅的なことわざ辞典から筆者が拾い上げ、本調査
を行う前に実施した予備調査によって認知度と使用状況を確認し、絞り込んで抽出したものである。
調査はモンゴ、ル語の 116 と日本語の 104 のことわざに対して、それぞれモンゴルと日本の人に対して
質問を用意し、同一の選択肢を設定した上で解答を求める形で実施した。質問は二つの部分から構成
された。一つ目は、ことわざの使用状況を調べるための総合的な調査であり、二つ目は、ことわざに
おける男女の意識が現代の各年代の男女の意識と適合しているかについての調査である。男女のこと
わざの中には、現代社会に適応しなくなったものが多いとされている。しかし、その中で実際どのこ
とわざが認知され、どのことわざが認知されなくなったのかは、直観的には判断しにくいものである。
また「常用ことわざj や「日常的なことわざ」といった辞典に掲載されたものを抽出して判断するだ
けでは説得力が弱い。辞典には、ことわざごとの使用状況や認知度に関わらず、様々な時代の価値基
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準を反映したものが羅列的に掲載されているからである。
そこで、アンケート調査を通して、回答者の意識によって判断することがもっとも適切な方法であ
ると考えた。男女の意識を調べる選択肢は、回答者に該当することわざを読んでもらい、そこに反映
されることわざが現代の人々の男女の意識と合っているかについて質問したものである。
日本における調査では、予備調査の段階ですでに、提示した男女のことわざの多くに対して、多く
の回答者から「分からなしリという声があり、性差を強く反映する男女のことわざに対して馴染みが
ないことが示された。旧「家制度」を背景にしたことわざがほとんどであると考えられる、男女に関
する日本語のことわざは、今日の社会にすでに機能しなくなったものが多数であり、これらに対する
認知度が低いことは、日本の現代社会において男女の平等意識がかなり定着していることを表してい
るとの、一つの作業仮説を提供した。
本論文は 6 章からなる。
第 1 章では、研究背景および目的や先行研究について述べた。
第 2 章では社会的な背景におけるモンゴ、ルと日本の男女の問題について論じ、具体的な研究方法に
ついて述べた。
第 3 章では、本研究の調査対象となる男女のことわざにおける伝統的な「男らしさ」と「女らしさ J
について議論した。モンゴル語と日本語のことわざはそれぞれの歴史、文化、社会によって異なるイ
デオロギーを反映しているが、いずれにおいても男が優位であることが明らかになった。
第 4 章で、は本研究で、行ったアンケート調査の分析であり、ことわざの使用状況、認知状況を中心に
グラフや表に整理して、それぞれの結果を提示した。両国において、男女に関することわざに関して、
20 代を中心とする若者の間での認知度と使用度が、年配者に比べて有意に少ないことが明らかになっ
た。調査の分析は、ことわざの総合的な調査と男女に関することわざの調査と二つの部分から構成し、
それぞれ分析を行った。
第 5 章では、ことわざから見る男女の意識を男女別、年齢別で分析し、さらに、各年齢層において
共通されたことわざの意識を示す割合などを提示し、解説した。若者と中高年者との聞の意識の差が
見られることわざがあり、伝統的な男女の意識の若者の間で変化しつつある一面が見られた。
第 6 章は以下の結論を中心に構成した。
結論
本研究を通して以下のような結論が得られた。
1 . いわゆる「ことわざ離れ」に関して
先行研究を概観した結果、日本では「ことわざ、離れj の傾向があることが指摘されていることが容
易に理解できた。しかし、モンゴルにおける状況は不明であったため、本研究では男女のことわざの
実態を把握するための研究の一環として、ことわざ全般に関わるに調査を行った。八つの設聞からな
る世代ごとの調査から、モンゴ、ルと日本両国における「ことわざ離れ」の実情が明らかにできた。
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この総合的なことわざの調査では、両国ともことわざへの関心はあるものの、実際のその使用に際
してはやはり年代差が見られた。ことわざの使用に関しては、両国とも中高年のほうが比較的多く使
用しているのに対し、 20 代を中心とする若者の間ではことわざの使用度は低い。第 4 章の調査で示し
たように、日本では 20 代から 40 代までは 5 割以上の回答者はことわざをあまり使っていないのモン
ゴルでも 20 代の若者の 59%は「最近ことわざを使用していなしリを選択している。それらの主な理
由として「ことわざはかならずしも使う必要があるとは思わなし、から」ということわざの必要性と「知
っていることわざが少なく、使う時がなし、から」という実用性のなさが、この使用状況を裏付けてい
る。また、ことわざには日常生活から生まれる知恵と密接な関係があるから、若者は中高年に比べて
人生経験が浅いためにことわざを使用する場面と機会が少ないのではないかとも考えられる。
またモンゴルの「ことわざ離れ」の原因は、伝統的な住居形式の変化とも関係があるのではなし、か
と考えられる。モンゴルの遊牧文化では「ホト・アイル」と言われる、 3'"'-'5 世帯で共同生活する習慣
があった。この一種の協同組合(ネグデル)は、各世帯聞の労働と物質面で相互に扶助し、価値観を共
有する伝統文化であった(r. U;3p:mXaH):l; .2005: 167)。大人は遊牧、家内外の仕事や家事に取り組み、子
供たちは近隣の老人に世話してもらうのが一般的な光景であった。特に、ことわざ、物語などの口承文芸
は庶民の間では広く利用され、年寄りと子供たちの日常生活において非常になじみのある存在であっ
た。モンゴルの伝統的な生活様式の「ホト・アイルj はことわざを含む口承文芸をより深く生活のな
かに浸透させる要因であったとも言える。しかし、最近 20 年ほどは、ウランパートル市に移住する人
が年々増えている。都市のアパートや独立した住宅に住むことによる、近隣とのコミュニケーション
の減少、年寄りと離れ離れになることが、ことわざの使用に影響しているのではなかろうか。
一方日本では、「ことわざ離れ」の理由として時代の急速な変化による価値観の変化が生じたことが
挙げられ、これにより、古いと思われることわざの使用が減っていると考えられる。しかし「ことわ
ざ離れ」を指摘されているのは若者を中心にする人で、中高年ではことわざに対する認識は必ずしも
低いとは言えない。ことわざに対する認識は社会と経済の発展による人々の価値観の変化と密接な関
係がある。したがって、「ことわざ離れ」は社会の変化を反映するものであって、ことわざのリテラシ
ーだけでは捉えられないと筆者は考える。
2 ことわざのミニマムと両国の共通した世界観
本研究ではモンゴ、ルと日本の代表的な辞典から抽出した暫定リストに基づいてアンケートを行い、
今日なお社会で一般的に認識されている男女のことわざ、つまり男女のことわざのミニマム(社会の
成員によってよく認知・使用されている中核的なことわざ)を選定することを試みた。論文の内容を
みれば、一見多様すぎて中心が見えないように見受けるかもしれない。しかし、今日のことわざにお
ける男女の意識を考察するという観点からは、このようなプロセスは必要不可欠である。
第 1 章では本論文で主に参考した両言語の辞典を提示した。そこで、両言語ともに、辞典に収録さ
れていることわざは、どれもかなり恋意的に使用頻度が決定されている。つまり、「常用 J I 日常」と
書かれていても、どのような手法で決定されているかは、実は明示されてはいない。しかし、「ことわ
?
ざ学」という分野が成立しておらず、ことわざの分類に関する方法論が確立されない限り、このよう
な事態は避けられないだろう。現在、辞典に収録される男女に関することわざは極力性差的なものは
除外されているようだが、それでもなお今日の社会では使われていないものも少なくない。このよう
な現状を考えるとことわざのミニマム作成は社会におけることわざの実態を知る上で重要であろう。
本論文で最終的に選定した男女のことわざは少なくとも広く認識されていることわざだと考えていい
だろうが、方法論としては若干未熟な部分があることは承知している。
両言語における男女のことわざのミニマムを調査することを通して、今日の社会におけるジェンダ
ーについての常識がことわざの使用度と認識度に影響していることが分かった。これについては「こ
とわざにおける男女の意識の変化」で論じた。そこでは、急変する社会において男優位、女劣位とす
る男女観がし、かに変化しているかに触れている。
3. 伝統文化を背景にした「男らしさ」と「女らしさ」
モンゴルのことわざの大半は 13 世紀のチンギス・ハン時代には作られていたといわれている。男
女に関することわざには、歴史文化を背景にした、男女への社会規範が反映される。
更に、清の支配下にあった封建体制の社会においては、男女の性差が著しく、女性には人権がなか
った。男女のことわざにおける「男」と「女j は旧社会背景そのものを描いてきたのである。モンゴ
ルの伝統文化で、は男は権威を持ち、家族や社会、ひいては国家を支える「人間」である。しかし、女
性は家庭と夫を守る「女」であり、子育てをする母に過ぎない。女性は古い結婚形態おいて売買、略
奪、交換される男の「モノ」または「財産」にすぎなかった。
モンゴルのことわざにおける「男らしさ J は「知識的、勇敢、未来性があって、目標を持ちそれを
達せさせる、有能、信頼性、有言実行」がある。一方、ことわざにおける「女らしさ」は家と強いつ
ながりがあり、家を守り、夫の名誉を守る女性が、理想像として男性または社会から求められた。し
たがって、女性を巡るマイナスまたプラスの評価は常に家と関連するものであった。モンゴルのこと
わざに反映される「女らしさ j は「賢い、良い女(一生の友)、美しい、出来の良い人I など、一見し
て家との関連がないものであっても、あくまでも男性の視点、から見られた特徴である。「男らしさ」は、
社会的・文化的に作られた男性の特徴・あるべき姿であり、男性が男らしくあるべきとして社会的に
期待され、要請された内容である。しかし、ことわざにおける「女らしさ J も、もちろん社会的、文
化的に作られたものだが、それだけでなく、男性本位に、男性の視点よって作られたジェンダー・イ
デオロギーのみが反映したものであると考えられる。
一方、「男は外、女は内」はモンゴルだけではなく、日本でも同様だった。日本語の男女に関するこ
とわざのほとんどは旧家制度を背景によって作られたと渡辺友左(1991)は指摘している。日本でも歴
史的にも男は優位であり、女性には地位がなく、偏見がもたれやすい立場だった。「嫁を貰う」という
表現から理解できるように、女性が男性の所有物であったことはモンゴ、ルと同様である。旧家制度を
廃止した後の明治から第三次大戦前の時代においても、家長制度の色合いを残した「賢母良妻」主義
の教育をはじめ、前時代をひきずった、すなわち旧時代の世界に普遍的であった女性観は保持されて
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いた。したがって、ことわざにおける「女」は家から離れることなく、その評価も常に家と関連して
いた。モンゴ、ルと日本はそれぞれ異なる歴史、文化的な特徴を持つが、ことわざにおける「男 j と「女j
は男性優位の家制度を反映した社会的なイデオロギーによって評価される点では同ーである。
日本語のことわざにおける「男らしさ J は「謙虚、有言実行、苦難を恐れない、有能、威厳、女よ
り優れている J などであり、男性優位であることは明らかである。
これに対し、日本のことわざにおける「女らしさ j は「良い妻、夫に従うべき、繰り女、きれい好き、
男を動かす」であり、家の中にいる女性に対する肯定的な評価が前面に出たものが多い。
ところがことわざにおける「男らしさ」と「女らしさ」はそのすべてがプラスイメージではない。
伝統的な「男らしさ j と「女らしさ」は社会から期待される理想像でもある この理想像に従って、
人は社会に適合した人で、あるか、その行動や道徳は社会に適合しているかで、チェックされ、評価され
る。つまり、「男は仕事、女は家庭」という性別役割分業体制のもとでは、成人期までの人生の課題は、
男女で大きく異なっている。男は外で働らき、家を支え、女は家事、育児に専念するなど家の中にい
るべきことがことわざでは強調される。
モンゴ、ル語の男についてのことわざでは「怠けもの、臆病、怒りっぽい、親孝行しなしリなどのよ
うにマイナス評価があるほか「男らしくなしリ男は「女のようである」など女性を使ったマイナス評
価も見られ、男性より女性の地位が低いことが露骨に反映していることは明らかである。
モンゴ、ル語の女についてことわざは、主に「ダメ、悪し、」などの表現で、マイナス評価をするもので
あり、美点を強調するものがないことが特徴である。「ウソをつく、噂好き」は女性特有の性質とみな
され、ことわざではマイナス評価される。女についてことわざでは「目標、勇気、能力」などを示す
言葉は見られないし、そのような性質は「男らしさ」の要素としてことわざに使用される。
一方、日本語では、男についてマイナス評価することわざは、女をマイナス評価することわざより
少なく、「金がない、力の弱さ、不潔j などのようなものがマイナスに評価されるが、その数は決して
多くない。しかし、女性のマイナス評価は「弱い、変わりやすい、嫉妬、話の内容が狭い、知恵が少
ない、魔物」など、男性に比べて明らかに多い。社会における男性優位、女性劣位である男女観はモ
ンゴ、ルと日本ともに存在し、ミニマムのことわざが形成する宇宙の中では、依然として旧社会の規範
に適合しないものはマイナス評価され、批評される、逆に社会規範に適合されたものが「真の男 J I理
想の女I や「男らしさ J I女らしさ」としてとらえられているのである。したがって、ことわざにおけ
るプラスとマイナスの評価はこの意味での「男らしさ」と「女らしさ」によって決定されたと考えら
れるのである。
4. ことわざにおける人間=男性観、女=性観について
言語学においては「人間=男性」観がしばしば指摘され、スベンダー(1994) は人間という言葉は
男を想起させることなどを言語学の視点から分析した。人間は男を意味し、また「女=性の対象J で
あることは言語学だけでなく、社会学においても広く知られたことであり、男女の地位の差異が見ら
れる。
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第 5 章ではことわざにおけるこのような現象を、例を挙げて検証した。モンゴル語では一人前にな
ることを「男になる J (3p XyH 60江OX) とも言う。つまり、男 13P XyHJ は一人の男性だけでなく人
間を代表する。この表現の代わりに「女になる J (3M XyH 60JIox) と置き換えた時に、そこに表現され
る「女」は単なる女性であり、「結婚した女になる」意味をする。これと似たように「我が息子J (MMHM誼
xyy)は息子を意味するだけでなく娘の場合にも使用される。しかし「わが娘」という表現は単なる娘
を意味する。家父長制である古代モンゴ、ルで、は女は男の所有物もしくは財産であった。男性は全体的
な権限を持つのに対し、女性は発言権、地位がなかった。実際、このようなことわざは現在も存在し、
今日でも広く認知され、使用されていることも本研究によって確認されている。
日本においても伝統文化による男女不平等はことわざに表れているし、そのようなことわざも存在
している。女性が登場することわざを「男」を入れ替えても不自然になり、「男」を「女」入れ替える
ことのできないことわざはほとんどであろう(しかし、日本語では男女のことわざへの認知、使用は
モンゴ、ル語に比べて少なく、「男 J が人間を代表するようなことわざが今日用いられることは非常に稀
である)。したがって、ことわざでは「男」は人間を意味し、「女」は単なる女性観を示すという議論
は妥当であると筆者は考えている。
5 両国のことわざの認知度と使用状況について
モンゴルではことわざは頻繁に使用され、教育においても重要な役割を果たしてきた。子ともの教
育にことわざを使用する割合は 30 代から高齢者までにおいて 4 割以上を占めるほど、教育の手段と
して認識していることが明らかになった。これに対して、日本ではことわざを教育の手段として使用
する人の割合はモンゴ、ルに比べて低く、 2 割程度にとどまり、日常生活でことわざの力はそれほど発
揮されていなことがわかった。また、ことわざへの関心度においてもモンゴ、ルのほうが圧倒的に関心
が強いことが明らかになった。ことわざはモンゴルにおいて口承によって非常に発達したことや、そ
の教育性が日常生活で生かされていることは、民衆の間で長い間生き残る要因にもなったと考えられ
る。
また、ことわざの使用度は年齢と強い関連があった。両国のどちらとも年齢が高いほどことわざの
使用率も高くなることが明らかになった。総合的な調査から 20 代の回答者の間ではことわざへの関
心が低く、その理由として「使うところがない、使う必要性がないJ などことわざを積極的に使用す
る意欲の低さがある。そのため、ことわざのスベクトルにおいて、その核の部分となる中心的なこと
わざ、即ち一般的なミニマムは年代とともに縮小していると考えられる。ことわざに反映する伝統文
化、歴史的な背景に対する価値観と認識は時代とともに変化すると考えられている。本研究でもこと
わざの使用と認知における年齢差には、時代の影響が強く関連しており、人々の認識、価値観の変化
を示したものであると考えられた。そして、変化を受けることが少ない、ことわざがもっ価値体系は、
現代の若年層の価値観とは事離した縁遠いものとなり、それによってことわざそのものが使われなく
なってきているのである。ことわざが頻繁に使われる社会は、その根幹が変化しにくかったことを反
映しているのかもしれない。
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更に、男女に関することわざの認知と使用においても上に述べたように年齢が高いほどその認知度
と使用度も高いことが分かつた。伝統的な文化による男女の価値観をもっ年配者と、そうではない若
い世代の問における価値観の事離も明らかになった。
日本語のことわざの場合は女性の間で「亭主関白」、「地震雷火事親父」などのことわざの使用率が
高い傾向にあり、現代日本の社会では伝統文化による男の「イメージ」は未だに生き残っているとい
える。またこれらのことわざの使用度は若い世代では低く、伝統的な男女観は生き残ってはいる一方
で、その認識は徐々に薄れてきている。これは男女に関する意識における変化を示す結果だと考えら
れる。
認知度と使用率からみたモンゴ、ルと日本の男女に関することわざの上位 5 までの、ミニマムの中核
といえることわざには、いずれも「悪妻J I良妻 J I ダメ男 J I良い男」のような強い差別的なものはな
かった。社会主義時代以降のモンゴ、ルと戦後の日本では男女平等、人権を尊重した憲法や政策などを
成立させたため、旧社会制度の性差や偏見は徐々に姿を消すことができ、伝統的な男尊女卑観は、様々
な生活習慣としては形式的に残されながらも、観念そのものは現実生活の中で薄れつつあることをこ
とわざから確認できたといえよう。
モンゴ、ルにおいて、ことわざに対する認知と使用は日本より明らかに多く、男女についてのことわ
ざもそれだけ定着しているということを表していると考えられる。逆に、使用度の低い日本では男女
の差別を強く表すことわざは日常的に使用されず、またはことわざの通りのような男女差別があまり
存在しなくなったことの現われだと考えられる。
6. 男女のことわざに反映した男女の意識の変化
女性学をはじめ、心理学、社会学、文化人類学など、ジェンダーに関わる諸科学において得られて
いるこれまでの知見や言説から、ジェンダーに対する認知に変化を及ぼす要因としてまず考えられる
のが、近年の社会変動、つまり、社会・文化・生活環境の変化であろう。特に、日本においてはジェ
ンダー特性語(例えば: I男らししリ、「女々しし、 J Iかよわい J )は 1970 年代から 1990 年代の二十年間
で減少したという調査もある。
また、モンゴルでも 1921 年後からの社会主義時代をはじめ男女平等、女性の社会進出など憲法が成
立され、国を挙げて性差をなくし、女性問題を解決しようとしてきた。
第 5 章ではモンゴ、ルと日本のことわざに見る男女の意識も分析した。前述のようにことわざの使用
率において、明らかに性差別的なことわざは両国で低く、認知されていなものも少なくない。モンゴ
ルの場合は日本より男女に関することわざの使用度が 2 倍以上あり、日本では男女についてことわざ
の認知度・使用度は圧倒的に低いことがわかった。
個々のことわざ対する男女の意識の分析から以下が明らかになった。
1. モンゴルのことわざにおける「父親」のイメージに、男性回答者では 4 割以上の人が否定的であ
る。特に、 30 代では「父親は王様」ということわざに対し、 65%の人が「そうではない」と考えてい
るという結果で、伝統的な文化の「男らしさ」と「父親らしさ」は現代では変化し、従来の父親観と
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現代の父親にたいする観念の変化が反映された。しかし、「男」一般に関することわざになると、「男
をなめてはいけない」という男上位の通念がまだ男性の幅広い年齢において認められており、「男らし
さ」の変わらない一面も見られた。
2. 女性の「噂をする J 特質を表すことわざに男女とも肯定的で、特に男性のほうがそのような意識
は強いことが分かつた。「噂」は女性がするものであることが人々に深く浸透し、現代においても変わ
らないと考える人がほとんどであることが分かった。
3. 更に、モンゴルでは「何もないなら娘でも持て」ということわざに、 60 代以上の属の 18%
を除けば、 4 割以上の人が否定的な意見を示し、男女を区別する志向は伝統的な通念から抜けつ
つあることが分かった。特に、若い世代は他の年齢との間で若干の差があり、 20 代の男性でより
「そうではないj と思われているという結果がでた。モンゴル社会では男女の意識において若い
世代の変化が大きく影響した結果だと考えられる。
一方、日本語の主な結果は以下の通りである。
1 . 日本語のことわざ(上位 5 位までの範囲)の認知度からは、男女の意識が現代の人々の意識と適合
していると思われる、伝統的な「男らしさ j と「女らしさ」を反映することわざがなかった。つまり、
強い性差を表すことわざは、今日の社会であまり認知されていないということが明らかになった。
2. ことわざにおける男女の意識に対して否定的な見解を持つてはいても、日常的に認識されている
と思われることわざに「亭主関白 J I地震雷火事親父」などがある。これらに対しては男女の性差と年
齢の差を問わず全般的に否定的であるが、中でも特に若者の割合が高く、伝統的な「父親像」に対す
る意識の変化が確認された。また、男は弱みを見せてはいけないという伝統的な「男らしさ j につい
ても否定的な認識が圧倒的に多く、このようなことわざの男性観は現代社会の価値観とは事離しつつ
あることを表している。
3. 女性の地位に関する古い観念を背景とする「女の子には学問いらぬ」や「女房と畳は新しいほう
が良しリなども女性の問では半数以上の割合で否定されている。しかし、 20 代の男性ではやや低い割
合で、女性への偏見が見られているともいえよう。
両国の間では男女の意識において文化的な差異が見られ、「男性優位、女性劣位」の性差に対しでも
温度差はあるが、両国ともに伝統的な男女価観が少しつつ変化していることが、ことわざに対する認
知度と使用度の調査から確実に提示されているということができょう。
本研究の意義
本研究は、両国の最も網羅的なことわざ辞典から抽出した男女に関することわざのパイロット調査
を通じて絞り込み、モンゴ、ル語の 116 の項目と日本語の 104 項目の男女に関することわざを選んでア
ンケート調査を行い、考察した。その結果「ことわざ離れ」をモンゴ、ルと日本の両国の若年層で確認
した。こうした中で、筆者はことわざへの関心、使用状況などを調査することにより「ことわざ離れ」
の要因をも追及した。モンゴ、ルの民間教育では広く利用され、使われてきたことわざは、若い世代に
おいてそれほど必要とされなくなっている。一方、日本でもことわざを使用する場所がない、使用す
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る必要性がないなどの意見が多くみられた。
ことわざには歴史、文化、社会のあらゆる生活場面における貴重な民衆の知恵があることに疑いの
余地はない。しかし、むろん、時代に合わなくなったものも少なくない。男女に関することわざに関
する調査からは、その多くが時代に取り残されつつあることが明らかになった。今日、人々はどれほ
どことわざを知り、把握しているかを知るためにはことわざのミニマム作成が必要不可欠であると考
えられる。単なる直観的な判断では、社会が必要としている実際の最小限のことわざを把握すること
が出来ないと考えられる。
男女に関することわざをジェンダー論から追求した本研究では、もちろんすべての分野のことわざ
に対して調査することはできないが、ことわざを最小限でどれほど把握するべきかという問題を考え
る上で一つの契機となりえたのではなし、かと思う。
本研究では数多くのことわざから男女についてことわざに絞り込んだことを特徴とする。その背景
にはモンゴ、ルと日本の日常生活における性に対する価値観の差であった。何度も繰り返したが、社会
主義時代のモンゴ、ルと民主主義国家のモンゴル国家と日本では男女平等に関する様々な憲法、政策が
実行され、社会においても性による差別は許されていない。しかし、伝統文化による男女通念は完全
に人々の生活から消えているわけではない。男女の意識は大きく変わった今日の社会でも、強く生き
残っている一面もあった。筆者はこれをきっかけにモンゴルと日本の男女についてことわざを対象に
調査を行ったのである。
今日のモンゴ、ルで、は民主主義体制に切り替わって以来、政治・経済の不安定が人々の生活を大きく
混乱させた。それによる家庭内暴力の大半の被害者は女性と子供であるといわれている。また、伝統
的な男性観では「男は家族を養わなければならない、家族を守らなければならなしりという意味での
「男らしさ」は彼らにとって重圧になり、男性が病気で亡くなるケースも社会主義時代が終息してか
ら増えつつある。社会においても男女の偏った差別は多くの女性を悩ませ、生活を困らせているとい
う実態がある。社会・文化による性差はことばに現れ、社会が変わらなければことばも変わらないと
スベンダーは指摘している。今日のモンゴ、ル社会における多くの男女問題の背景には伝統文化による
男女観がある。しかし若い世代を中心に、ことわざの価値体系が見せている古い男女観から、人々は
ゆっくりと、しかし着実に決別しようとしていることがはっきり表れた。
一方、男女差は日本の社会においても完全に消えたわけではない。しかし、日本における個人のラ
イフスタイルを重視したジェンダー研究は、モンゴルに比べて早い時期から行なわれており、戦後に
男女の意識を調査した研究もいくつかある。そしてジェンダーの調査から、日本の社会における男女
の意識は変化していると指摘されてから久しい。
現代の家族は、古代や中世の家族制度は言わずもがな、近代初期の家族と比べてさえ、多くの点で
変っているが、家父長制の影響は完全に消えたとは言えない。本研究では 日本のジェンダー研究の
成果を踏まえ、筆者の行ったことわざをアンケート調査から、ことわざにおける男女の意識を男女別、
年齢別に分析した。男女の差を表すことわざから男女の意識に対して男女、年齢の差が出ており、世
代聞の変化が見られる。日本語の男女のことわざの使用状況から男女平等志向の影響も見られる。こ
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のようなジェンダーの視点からことわざを分析することにより、イデオロギーとしての男女のことわ
ざに反映される「男らしさ J I女らしさ J が現代社会においても根強く生き残っている一面を解明する
ことができた。中村桃子(1995) は、(女ことば/男ことば> <人間=男性/女=性の対象物〉という区別
は、女と男というジェンダーの区別に適用されるイデオロギーであり、女と男に適用されるイデオロ
ギーは明らかに性差である」と指摘した。ことわざにおいては、男あるいは女のイデオロギーも当然
性差そのものであり、これらを解明し、指摘することによって現代社会には男女の意識は変わってい
るものの、男女のイデオロギーによる性差は未だに既存していることを解明できたことは本研究にお
いて最も重要な意義であると考えられる。
論文審査の結果の要旨
本論文は、モンゴ、ルと日本において、ことわざの一般的な使用状況と、ことわざに反映している男
女観に対する年齢層別の認知・使用状況と意識に関する差異をジェンダー論及び比較文化論的視点か
ら把握することを主目的としている。
方法論的には、学界の動向を踏まえ、調査のために両国の男女に関することわざの「ミニマム」を
把握するための暫定リストを作成し、それを用いたアンケートによって目的を達成した点が斬新であ
る。年齢層別に結果を整理し、分析することによって、日本とモンゴルにおいて、人々のジェンダ一
意識と、使用される男女に関することわざの選択及び使用頻度の関係及び変化を導こうとしている。
また使用状況調査においても、モンゴ、ルで、は試みられたことがなかった「ことわざ離れ」の実態につい
てのアンケート調査を行って、分析を加えた。
本論文が示した新知見として、まずこの「ことわざ離れ」の実態解明がある。日本においては「ことわ
ざ離れ」の実態が既に調査されたことがあるが、日本よりもはるかに高い頻度でことわざが用いられ、
かつことわざの教育もなされているモンゴルにおいても、若年層の「ことわざ離れ」が進行していると
いう興味深い調査結果が得られており、本論文ではことわざが示す価値観と実感との事離をその原因
として説明している。
一度社会主義を経験したモンゴ、ル社会においても、多くのジェンダーがらみの問題の背景として、
伝統文化に根差す男女観の存在が指摘されている。しかしこの男女観からは、若い世代を中心に、着
実に決別しつつあることが、ことわざに対する意識とそれらの使用状況の分析から、初めて実り出さ
れた。
一方、日本の社会における男女意識の変化が指摘されてから久しいが、ことわざが示す男女観に対
して、男女問、及び年齢別にみると認知・使用において差が出ており、とくに世代聞の差が大きい。
日本語の男女のことわざの使用状況からは、男女平等への志向が見られる一方、男女のことわざに反
映されるイデオロギーとしての「男らしさ J I女らしさ」が、現代社会の男女においても根強く生き残
っている一面も指摘された。
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日本においても、長い文化的伝統に由来することわざは、明らかに性差別的イデオロギーを示して
いる。これらの使用状況を指摘・解明することによって、両国の現代社会において、男女のイデオロ
ギーによる性差別が未だに存在することを、巧妙な方法で新しい角度から解明できたことが本研究の
最も重要な意義であろう。
審査においては、本来時間を経て同じ調査を繰り返した上で初めて通時的変化について確たる結論
を得るべき側面がある問題について、本論文がとった方法論の適用妥当性に関する質疑があった。こ
の点について、本論文の問題設定は適切であり、通時的変化についての推論においても無理な結論を
導いていないことが確認された。また、モンゴルにおいて初めて行われたことわざに関するアンケー
ト調査をもとに、日本とモンゴルにおける男女のことわざについての共通性と差異を明瞭に描いたこ
とが高く評価された。ただし、多岐にわたるアンケートから得られたデータを十分に使いきっていな
いという指摘もあった。この点は、さらなる研究の発展的継続によって十分解消可能であろうと考え
られる。
よって本論文は、博士(国際文化)の学位論文として合格と認める。
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